
三洋電機株式会社
ものづくり工程のワークフロー改善で競争優位性獲得
～従来システムから簡単移行～

会社概要　

三洋電機株式会社

設　立：1950年4月

社員数：16,167人

資本金：1,722億円

　三洋電機株式会社コンポーネント企業グループセ
ミコンダクターカンパニーでは、世界シェア 80%以
上のAV機器関連半導体他、世界トップシェアを誇る
数十品目を含む各種半導体・ICチップを製造してい
ます。全ての製品は「ものづくりルール」に従い「企
画・出図・設計・試作・量試・制定・生産」という
工程を経て製品化に至ります。各工程には、規定や
標準があり、また、それらに関連する資材や部品の
調達、そして品質検証の管理など、さまざまな情報
の行き来が発生します。
　以前は、それら一連のワークフローを紙ベースで
行っていたため、無駄な回覧による作業遅延などに
より、製品化までの各関所にてタイムリーな対応が
できないという問題を抱えていました。
　そこで、まずはICチップを製造するLSI部門にて、
１）品質・原価・工程管理の調和、２）各段階の責
任者と権限の明確化、３）作業手順の定着化、
を目的にワークフローの標準化を目指しました。

ことになったことを機に、メールシステムに依存し
ていたシステムを見直すことになりました。ワーク
フローもそのままExchangeへ移行することも検討し
ましたが、ワークフローの定義の段階で当初の期待に
反する工数がかかっていたことや、移行時の開発が大
掛かりであることから、一新することに決めました。

　三洋電機株式会社は、ものづくり工程の簡素化に注力し、新機種製品化までの期間が厳
しく問われる各種トレンド分野で、新しい文化と技術を創造する企業として活躍していま
す。製品開発、試作などの工程は非常に複雑で短縮化が困難ですが、それら工程と関係組
織のワークフローを改善できれば、全体のプロセスの簡素化に貢献できます。IC チップ
を製造する部門である、コンポーネント企業グループ　セミコンダクターカンパニーでは、
以前から、ものづくり工程が標準化され、ワークフローシステム化されていましたが、利
便性の向上、生産性の向上を目指して Xuras Workflow へシステムを移行しました。短期
間に開発できて Web サービス対応が可能な Xuras Workflow は、今後のカンパニー内での
標準ワークフローシステムとして動き始めています。

背 景

　　開発部や工場など関連する全部署の合意のもと
に一部の「ものづくり工程」業務を対象にワークフ
ロー化を進め、2000 年 12 月には既存グループウェ
アのワークフロー機能で一次版「ものづくりルール」
のワークフローシステムを立ち上げました。システ
ム化により、承認回覧時間が従来の１／５に短縮、デー
タの再利用により書類作成時間は１／３に短縮され
たうえ、紙ベースでの郵送回覧や複数コピー、重複
ファイリングもなくなりました（ものづくり工程図）。
　その後、対象業務を拡大し次々とワークフロー化
を進めてきましたが、2002 年 10 月には、三洋電機
の標準メールシステムをExchangeにリプレースする 
　

　上記の経験から、新システムに向けて以下の要件
を洗い出しました。
・開発工数を考慮し、既存ワークフローシステム　
　で使用していたソフトウェア（Visual Basic
　アプリケーション）を再利用できること
・システム環境に左右されないよう、メールシステ
　ムに依存しないワークフロー単体のソフトウェア
・メールが業務遂行の中心となっているため、メール
　システムのインタフェースにアドオンできること
・コストパフォーマンスが高いこと

１週間～２ヶ月

１日～１週間

工場指示転記起案 紙面管理
紙面管理

システム化前

システム化後

データ共有化
データの再利用
マスタファイルとして履歴管理

決済完 工場通知起案 承認回覧 生産

情報をデータベースで一元管理

生産
承認回覧

業務処理のスピードアップ
ネットワーク配信化
並列合議処理

※本資料は、2004年3月に開催されたBeaconユーザシンポジウ
ムにおける三洋電機株式会社の発表内容をまとめたものです。
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